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第四幕 第 1 場 

 

1522 年 2 月 ロヨラ城からの道すがら 

 

登場人物： 巡礼者         イニゴ・デ・ロヨラ          

      イニゴのもう一人の兄  ペドロ・ロペス・デ・ロヨラ神父          

 

 （馬とラバを並べて、ゆっくり領地内の田舎道を進みながら） 

 

イニゴ：  兄さん有難うございます。オニャーテまでわざわざ一緒に行ってくださって。 

兄ペドロ神父：これからはあまりイニゴに会えなくなるかもしれないからね。 

もしかすると、これがイニゴに会う最後になるかもしれない。（１） 

イニゴ：  10 年後我々がどこで何をしているか分かりませんものね。 

先のことは神の摂理にお委ねしましょう。 

願わくは 神の御手のうちにいつもいられますように。 

ペドロ神父：イニゴは信心深くなったね。嬉しいよ。 

２,３年前のお前を思うと隔世の感があるなあ。 

ロヨラの家で療養中よほど大きな恵みを受けたのだろうね？ 

イニゴ：  確かにそれは認めなければなりません。たっぷり時間があったので、 

キリスト伝を読んだり、人生について考えたり祈ったりできました。 

マリア様からも大きな恵みをいただきました。 

兄ペドロ神父：聖母マリアから？どんな恵みだったのかな？ 

イニゴ：  兄さんは司祭だから打ち明けますが、他言しないでください。 

ある晩、幼子イエスを抱いた聖母マリアが現れてくださったのです。 

       かなりの間、言い知れぬ慰めを覚えました。 

兄ペドロ神父：それが本当に聖母であり、神からの示現だったということが 

どうしてわかる？ 

 



イニゴ：  それまでの罪深い生活に対して、特に肉欲に対して非常な嫌悪を覚え、 

それまでに描かれていた影像が完全に取り除かれてしまいました。 

この結果からみて、神からの特別な恵みだったと判断していいと 

思います。（２） 兄さん、聖母に感謝を表すために、アランサスの聖母聖堂で、

夜を徹して祈り明かしたいのですが、一緒に祈ってくださいますか？  

兄ロペス神父：イニゴの新しい人生の出発にあたって  

神の祝福と護りを一緒に祈ろう。 

 

（二人はアランサスの聖母聖堂で祈りながら夜を明かす。） 

 

 

 

【黒い使いの合唱】 

♪イニゴよイニゴ 自惚れ屋   聖母がお前に現れた？ 

マリアはそれほど暇じゃない  馬鹿も休み休み言え 

 

〖白衣の天使の合唱〗 

    ♪イエスの母  聖母マリアは   新しき 門出にあたり 

        汝
な

が魂
たま

に 焼きつけられし  影像をみな 除き給えり 

 

 

＜かげのこえ＝註＞ 

  （1）1525 年アスペイチア地方の聖セバスチャン教会の主任となり、15２7 年に帰天。 

（2）晩年の聖イグナチオは、1553 年にこの『自叙伝』を口述しながら、次のように言う。「こうして、その時以来こ

の自伝を書いている 1553 年 8 月まで、肉欲の事柄にわずかな承諾も決してなしたことはなかった。この結果

からこのことが神から与えられたものであると判断できる。［自叙伝ｎ.10］ 


